
              連携室だより  編集発行 地域医療連携課 

               

「さるすべり」の花言葉は「雄弁」「愛敬」「活動」「世話好き」 

材質が堅く、しっかりとしているため、耐久性が必要な線路の枕木や床柱に用いられる材。 

樹皮が剥がれやすく、猿が滑ると思うほど、幹肌がなめらかなことに由来しています。 

漢字で「猿滑」と表記する場合もありますが、漢字表記の場合は百日紅（ヒャクジュッコウ：別

名）が使われることが多いようです。 

ちなみに、百日紅とは約百日近くも花を咲きつづかせること（花期が長い）に由来しますが、実際

には一度咲いた枝先から再度芽が出てきて 花をつけるため、咲き続けているように見えます。 

すべすべした幹肌がシャラノキに似ることから、その昔仏縁の花として渡来したとも言われ、寺の

境内などに古木、巨木が多くあります。 

そのわりに、サルスベリは滑るので縁起の悪い木ともいわれておりますが,縁起の良い木や悪い木

は地方によっても違うそうです。 
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下記により開催いたします。大勢のご参加をお待ちしています。 

   期日  平成２４年９月１９日（水）１９時００分 

   場所  安曇総合病院外来棟１階ホール 

   講演  「知っておきたい薬の知識～ストップ！薬物乱用～」 

       安曇総合病院薬剤部長 横山 茂先生 

地域住民のための健康公開講座 



狩野 修治（かのう しゅうじ）＜整形外科＞ 
 出身大学：信州大学（平成１６年３月卒） 

 所属学会：日本整形外科学会・中部日本整形外科災害外科学会 

      日本人工関節学会・日本骨折治療学会 

      日本脊椎脊髄病学会 

  

 7月1日より整形外科として働いております。2009年7月1日から

2011年6月30日の間も安曇総合病院で働かせていただき、再び戻っ

てまいりました。 

 1998年に信州大学に入学、卒業後松代総合病院で初期研修を行

い、その後信州大学整形外科へ入局、飯田市立病院、相沢病院、前

回の安曇総合病院、中信松本病院と働かせていただきました。未熟

者ですができるかぎり頑張りますのでよろしくお願い致します。 

鎌仲 貴之（かまなか たかゆき）＜整形外科＞ 

 出身大学：信州大学（平成２１年３月卒） 

 所属学会：日本整形外科学会・中部日本整形外科災害外科学会 

  

 はじめまして。７月から安曇総合病院でお世話になっております

鎌仲貴之といいます。幼い頃から野球、サッカー、卓球等をやって

おり、スポーツ全般が好きでした。最近はテレビでスポーツを見る

ばかりです。さらにはテレビでスポーツを見ながらビールを飲むこ

とを覚えてきました。こんな私ですがよろしくお願いします。 

御子柴 飛鳥（みこしば あすか）＜皮膚科＞ 
 出身大学：富山大学（平成１８年３月卒） 

 所属学会：日本皮膚科学会、日本皮膚ｱﾚﾙｷﾞｰ・接触皮膚炎学会、 

      日本皮膚悪性腫瘍学会、日本乾癬学会 

  

 ７月から、皮膚科に勤務しております、御子柴飛鳥です。長野県

の伊那市の出身です。自然豊かな長野県が大好きで、大学卒業後に

長野県に戻ってきました。 

 河内先生のもとで、一生懸命頑張りたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 趣味は読書です。 

●放射線カンファレンス開催のおしらせ 

  

 ９月は、３日（月曜日）18：30から安曇総合病院外来棟 ３階健康管理室で行い

ます。気になる症例などありましたらお持ちよりください。 

（日本医師会生涯教育制度取得単位＝１．０単位） 



 患者さんのご紹介等診療情報に関するお問い合わせ・ご要望は地域医療連携課で

承っています。 

電 話   0261-61-1455  ＦＡＸ   0261-61-1456 

Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp 
受付時間 平 日 ８時30分～17時 

     土曜日 ８時30分～12時30分（診療日に限る） 

第24回を、7月24日に当院外来棟ホールで開催しま

した。 

当院院長補佐(皮膚科) 医師河内繁雄先生、当院

院長補佐(麻酔科) 医師松本正紀先生から「帯状

疱疹と帯状疱疹関連痛」をテーマに、一生涯の間

に、6～7人に1人が罹患するありふれた疾患である

こと。一番の好発部位は胸部で、次いで前額部か

ら前頭部にかけて、その他全身のどこにも水ぶく

れが左右いずれか片側性に出現して、水ぶくれに先行して針で突かれるような

痛みが間欠性に生じるということ。治療の開始が

遅れて長期に帯状疱疹後神経痛が残った場合は、

麻酔科での治療が有効だが、帯状疱疹に罹患した

ら早期に抗ウィルス剤の投与を受けた方が経過が

よい、帯状疱疹後神経痛の治療は難渋すること。

等についての講演をいただきました。（参加者90

人） 

７月１８日に当院会議室で開催しました。今回

は、最初に地域連携ディスカッションというこ

とで連携パスについて、当院からのお知らせな

どをいたしました。 

引き続き、「歯科病診/医科歯科連携～口腔ケア

ができること～」をテーマに信州大学医学部附

属病院 歯科口腔外科教授 栗田 浩先生より、

口腔内細菌がもたらす弊害からなぜ口腔管理が必要なのかについて。口腔細菌

と全身との係わりについて。急性期の口腔機能管理による急性期合併症の予

防、入院期間の短縮について。慢性期の口腔機能管理による慢性期合併症の予

防、QOLの向上について。等、歯科診療所と病院

歯科、病院歯科と病院医科が連携をより深めて進

めていくことの重要性について講演をいただきま

した。 

医師・歯科医師の先生方をはじめ関係者および職

員をあわせ80人の参加がありました。次回は、11

月開催を予定していますので大勢の先生方の参加

をお待ちしております。 




